
◆会議所へのご意見はＥメールで…info＠yokkaichi-cci.or.jp ◆URLhttp://www.yokkaichi-cci.or.jp

主な内容

№756

◆ 四日市地域の平成28年下期景況……P4
◆ 福祉住環境コーディネーター資格取得…P5
◆ 県民功労者に佐久間氏、市産業功労者に北岡氏と中嶋氏…P5
◆ FOODEXJAPAN2017初出展成果…P6
◆桑名商工会議所と懇談会開催………P6

◆ 港湾・運輸部会沖縄国際物流ハブ視察研修…P6
◆中小企業相談所コーナー……………P7
◆会員＆企業ひろば ………………P 、8 9
◆自由席（九鬼産業㈱九鬼紋七氏）…P11
◆ 続・よっかいち歴史浪漫紀行最終回（北野保氏）…P12

平成29年

4月号
3月25日
発行

緯059（352）8191 胃059（354）3737

「浮世絵に描かれた四日市」シリーズも
いよいよ最終回を迎えた。今回は双六に描
かれた四日市を紹介し、二年前に振出した
このシリーズの上がりとしたい。

四日市は、旅人が駕籠や馬を使うなど、伊勢湾を左に見ながら南下し、宿場に向かう
様子が描かれている。柄杓を持つ子どもの姿や参宮道の各宿場までの距離を書いている
ところから、伊勢神宮を目指していることが分かる。「名物まんぢう」「左りにおいわけ
いせ道」の記載から日永の追分近くの風景と想像される。
京から離れるように描かれている唯一の宿場であり、参宮の玄関口という当時の四日
市の位置づけをよく表している。サイコロの目の五が出るまで休みというのも京の前に、
伊勢に寄り道という意味であろうか。 （市立博物館学芸員・田中伸一）
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